










































のように大言壮語するのかをみてみたいものだ」と語った。ある市民は、 「朝鮮における今回の勝利は前線の戦局に転機をもたらし、銃後の民心 安定させたのみならず、われわれの伍修権代表の発言に重みを持たせた。侵略者に対する外交とは、拳銃をもって行なっ 始めて勝利するのだ」と語った
（３）
。いずれも当時の新聞論調と一致するも























　『天津日報』のこの報告に、同日付の続報があった。平壌奪還後「天津各界は熱烈な慶賀活動を展開し、抗米援朝に自信をいっそう強めた」として、他 事例が報告され 。 とえば、義 毛布工場の労働者、馬文科は、 「平壌が解放され、われわれは積極的に朝鮮への支援を強化し、米帝を古巣にまで追い返して片付ければ、全世界の人民も喜ぶだろう」と語 た。一部の労働者は 「生産にいっそう力を入れて、徹底的に勝利できるようわが軍を支援する」と語った。このように単純に勝利を喜んだ事例に加えて、安堵の気持ち す わちそれまでの不安 払拭されたとの事例も紹介 た。玉興順の社長であった張某 早期に戦争 終結に導き平和 暮らしを送るため






























































































































顕著であった。報告 よれば、 「一部の者の脳裏には相変わ ず根深い恐米感情が残ったままであった。 」例えば、
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一〇






























































































































































も各論で保留をみせた発言であった。両者とも 場から「多数の参加者の拍手を得た。 」後者は、民青連の関係者の見立てによれば、 「組織的な行動であった」 見られた。このことから、カトリック関係者の間で「三自運動」への抵抗が強かったように思われる。一徳の校長のみな ず、震旦中等教育学校の学生会副主席も席上で劉に対し、「宗教は社会団体であるため、軽
々
に政治について発言すべきではない」とその発言を批判した。それにとどまら
ず、 「誰があなたをこの全体の代表会議の参加者に選んだ か。なぜ私たちはそれを知らなかったのか」と詰め寄り、劉の代表者としての正当性自体に疑問を呈した。慌てた青年委員 連絡部の周力行部長 反対者を「押
ジェンヤー
さえ込む」ため、 「アメリカの宗教施設による侵略の罪を批判し」 、 「各教会学校のこれまでの活動の歴史は全て






「すでに動き出した杭州等の地域と異なり、上海では未だ始まっていなかった。 」当時の同市には、市政府民政局の大まかな統計によれば、カトリックは教会一四ヶ所、信者五万余人がいた。カトリックの上海における指導機関には、カトリック上海主教区に加えて、全国的な機関、すなわちカトリック教務協進会も 。プロテスタントと比べて の指導機関の系統は「簡単明瞭で、指導が高度 集中し、制度が極めて厳格であっ 上海は
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宗派の間で、いずれも対立が進んだ。新華社天津支社一月一八日付の報告によれば、天津のプロテスタン の一般信者には転向する者が日増 増え、 「帝国主義の支配から離脱すること 切実に望み 上層部は一般信者 左右しにくくなった。 」しかし上層部はさまざまな方法を使って「三自運動」に対抗した。たとえば、プロテスタント
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きな変化」がみられた。 「普段から積極的な姿勢をみせた者はますます積極的になり できるだけ政権に近づこうとした。 」たとえば、有恒製粉工場の社長で市商工業連合会の主任委員代理を務めた陳邃衡は 滞納税金を追徴する活動や商工業界の反米デモにおいて「非常に尽力した。 」普段それほど積極的ではなく、しかも政権の政 や与
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「ネガティブな側面を払拭させるべくその封建性や買弁性を改造しながらも」 、利益が上げられるように環境を整えた。将来性があると実感できた政策のうち、商工業者に深い印象を与えた は、以下の三点であっ 。　
①政治的な地位が確保できたことである。当局は「問題を解決するにあたって、かれらと十分に相談 重ね 。
かれらも困難な問題を抱えたとき 当局に対する批判や提言を思う存分に行うことができ 。 」市当局の最高幹部は日頃かれらと頻繁に接触した。市当局は商工業連合会や経済関係 政治結社であ た民主建国会等を通じて、「資本家に政治的教育を施した。たとえば、 〝民主建国会〟主催の新世紀座談会はすでに五回ほど行われ、資本家の
319
二四











第五に、 「共産党が中国の国際的地位を向上させたことも、政治において積極的 姿勢をもつ民族 にとっ





































































ことから、限られた英ポンド等の利用も補助的な方法の一つとして考えられたが、現実的にみれば、 「バーター貿易」は最も基本的な手段であった。そ めにも、特産品を国内向けではなく対外輸出させなければならな った。これと異なり、民間輸出業者は、経済制裁 よ 損失を軽減させるべく輸出 国内市場で捌くことを考えたのである。　
しかし国内の販路開拓は必ずしも簡単ではなかった。当時、輸出向けの特産品であった落花生や桃仁、大豆油等




























ったが、八方手を尽くして交渉を重ねて始めて受け取ることが出来た。 」一二月二三日に米海外広報局（ＵＳＩＳ）の香港駐在事務所によれば、第三地に再輸出されず香港とマカオをエンドユーザーとするものに限り、若干の非戦略物資を受取人に引き渡すことが出来るが、香港寄航中の全ての米旗船の経営者に対し、米国の香港駐在総領事館の経済事務 取り扱う領事がその検査にあたると発表 た。しかし、その直後の一二月下旬のうち、 「ハリソン号」等二隻の米国籍船に積載した貨物のクライアントへの引渡しが米総領事館によって阻止された。同貨物船の所有主によれば、 「同船所載の原料に関しては荷卸を禁止し、そのままアメリカに引き返させるよう米本国から電報が届いた」というのが、その理由であっ 。同船の一部の物資に関しては、 国総領事館と貨物船会社から、香港をエンドユーザーとする「誓約書」 提出およびそ 実効性に関する現地の「太平紳士」 （
Justiceofthepeace ）発





















































































ちまだ若干の資産をもっていたのは、テキサコ スタンダードの両石油会社 一軒の絨毯会社に加えて、三軒の自動車販売会社だけで、それ以外は実質上の「ペーパー・カ パニー」の状態であった。かれら 仕事は毎日 当局を訪ねては、 「輸入業務をしていいかどうか」 、 「商品を販売していいかどうか」 「債権やテナント料はどうするか」といったような問題を提起することであっ 。相互主義から行った「対米資産凍結は理解できるが、今後の経済活
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三四




の国民のそれを抑制する必要が ったことから、難問であった。しかし、それとともに発せら たのは、 従連衡によって経済や骨肉のつながりに分断を強いる権力 対する市民側からの抗議であったとも読み取 る。　
天津在住の英、仏および二四名のアメリカ市民を含む外国人市民は、新華社天津支社一二月二三日付の報告によ




中国に残留していた外国人市民の撤退は、朝鮮半島 戦局の急変や米国の対中経済封鎖と同時期に行 れ ことから、畢ら天津の経済関係者にとっては、もっぱら大戦勃発の危険に対する退避行動として受けとめられたであろう。　
米中間の軍事衝突の進行によって世界大戦が誘発されるのではないかとの危惧は、内陸部の重慶 の商工業者を































を調達するためには、外部からの侵略という敵の存在を喧伝する必要があり、ここでは「アメリカの対中侵略」を大々的に強調する必要が ったが、他方、そ によって戦争に対 国民の恐怖感情が増幅され、支持 調達が困難となる。それを避けるため「米兵 来ることはない」と説明 。自家撞着を自覚していたことがうかがわれる。　
朝鮮戦争への動員においても、文書と口頭を使い分けられた。一一月五日に公表された四日付の「各民主党派の








本土に進撃した場合、中ソ同盟に基づいた安保装置が作動し、世界大戦 勃発する可能性が高いはずであるが、にもかかわらず胡は講演で反対のことを語った 中ソ同盟条約が信頼に値しないと語ろうとした文脈で 当然なかった。　
毛沢東本人は、社説で語られた米軍による対中軍事侵攻の可能性を直截に否定した。一九五一年一月一三日の























に見られた。熱狂ぶりはまず学生に見られ、抗米援朝運動が「極めて熱烈」な段階 入った広州の学生はその一例である。広州市における学生の軍事学校へ 応募は、一月初旬現在「すでに一万名に達した。 」一八八八年に張之洞・両広総督によって創設された広雅書院の後身、広雅中等教育学校では、 「八〇〇名に上り、全校学生 七〇％を占めた。 」その背後に政権による動員工作、とりわけキリスト 会 に対 る転向圧力 っ 思わ る。
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もなく、一過性の熱に浮かされ 学生が事後に我 返っ 志願の撤回を申し出るようなことを当局が、恐れていたことのあらわれでもあった。　
第四に、根深い「恐米・親米感情」が一二月になっても完全に払拭されたわけではなかった。たとえば貴陽市で


























て「祖国からの呼びかけに応じる」という積極的 役割を果 し、多くの者が決意書を書き、自らの行動計画書作成して青年団支部に提出した。こうした「積極分子」 団員全体の八〇％以上を占め、学生全体 二〇％ほど占
341
四二




































　『新湖南報』の報告によれば、一九五〇年一一、一二月、湖南の各地の農家は抗米援朝運動において、 「熱烈な従軍運動を展開した。 」多くの若い農家は、 「兵隊になって帝国主義を討ち、早期に土地改革を行って翻
ファンシェン
身し、地主の






なかったことに加え、 「敵対勢力側の工作員によるデマもあって」 、 運動に 問題と偏向も生じた。例えば、灃県津市では、集会 おいて応募を申し出た一〇数名の農家が、 「集会後に後悔し、兵隊に行ったらすぐ朝鮮に骨を埋めることになるだろうとし 、共産党に騙されたと言い出した。 」これが原因となって、市民の間 恐怖と不安を引起した。一般の農家にとどまらず、青年団員のなかにも、 「従軍を恐れ 、青年団からの脱退を申し出た者もいた。 」新兵自身も「遠く配属されることを恐れた。
沅
江県第二区の統計によれば、新兵のうち、 「朝鮮に行って





反対勢力も不安を煽った。留守家族の門前で お宅の息子は兵隊に行ったけど、 し 県庁に着き、あさって






























































隊〟 （ 「大兵」 ）



























その学友もいた。程によれば、 「キャンパスでは、お祭りのよう 太鼓と銅鑼の音が天 衝い 。 」候補第一陣の二〇数名 多くが空軍に行き、第二 三陣の多くが海軍または化学防護兵学校に行くこと なったと、連日のように掲示板で大
々
的に表彰された。リストに初等部三年生も数名含まれ、それを見た程らも落着かなくなった。 「革命
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